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「継続企業の前提に関する注記」の記載解消に関するお知らせ 

 

 当社は、平成 29 年 3 月期決算の内容及び今後の見通しについて検討した結果、継続企業の前提に

関する重要な不確実性を抱かせる状況は認められないと判断し、平成 29 年３月期決算短信の「継続

企業の前提に関する重要事象等」及び「継続企業の前提に関する注記」の記載をいずれも解消するこ

とにいたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

 当社は、平成 27 年 3 月期まで継続的に営業損失を計上し、平成 28 年 3 月期においてマイナ

スの営業キャッシュ・フローを計上するなど、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような

状況が存在していたことから、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められるとして平

成 20 年 3 月期決算短信より「継続企業の前提に関する注記」を記載しておりました。 

 

 当該状況を解消するため、生産工程の効率化に取り組みながら、受注量の確保に努めてまいり

ました。受注面については、多品種・小ロット化が進んでおりますが、産業資材向けを中心に堅

調に推移しており、防護衣料向けの新規受注が決まったことにより増加傾向となっております。 

また、多品種・小ロット対策として、生産体制の一部見直しや設備投資を実施し、増産体制の

構築に努めてまいりました。 

こうした中、平成 29 年 3 月期の業績は、営業利益、営業キャッシュ・フローがプラスになっ

たことにより、継続企業の前提に関する重要な不確実性を抱かせる状況は認められないものと

判断し、平成 29 年 3 月期決算短信の「継続企業の前提に関する重要事象等」及び「継続企業の

前提に関する注記」の記載は不要と判断いたしました。  

 

 今後も、より一層の収益力の強化に取り組み、更なる業績改善に努めてまいりますので、引き

続きご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 

以上 


